
日本エレベーター・エンジニアリング株式会社（製造業）

超高層エレベーター用・当社製品

〇本社所在地：千葉県八街市八街は96-25

〇事業概要：エレベーター部品製造

〇常時使用する従業員：４６名(グループ

全体・令和7年５月期)

〇現在の売上高：１4億円（グループ全

体・令和７年５月期）

〇法人番号：4040001136389

〇Web：https://www.tan-jp.com/

代表取締役
石田 具弘

エレベーター製造の土台となる企業を目指して
・エレベーターは、普段何気なく利用する、最早無くてはならない社会インフラの一つです。これらエレ
ベーターは１万点にも及ぶ多種多様な部品で構成され、その特殊性と絶対の安全性が求められる故に、１
つの技術・単純な加工のみでは立ち行かない、複雑な部材をノウハウを以て組み合わせて製造されます。
・当社は、金属加工を主体として、各種部品の製造・手配・調整等、あらゆるエレベーター部品に必要な
工程能力を獲得すべく、技術・設備導入を怠りなく、時代と技術の変化に対応し続けて参ります。
・「定時で本気で帰る（家族を大切にする）」会社として、働き易い職場環境を目指します。

売上高100億円実現の目標と課題

・ベビーブーム世代の高齢化進展とともに、同業エレベー
ター部品メーカーの退潮が顕著となっており、これを高効率
の新設備導入と共に、受注拡大を目指します。
・同業社からのＭ＆Ａ案件（事業承継者不在）の相談を数件
受けており、シナジー効果の高い企業との提携を進めます。
・25％/年の拡大を目指し、2034年に売上100億達成後、売
上106億円を目指す。

・直近三年間で隣接工場買収(1000㎡)+工場増設(600㎡)す
るも、需要拡大に追いついておらず、2026年度新設工場
(1400㎡)他、工場増設/新設備導入により、生産能力を拡大。
・上記に伴い、人員についてもスタッフ部門含め、20名程度
拡充、特に品質/技術/管理部門を拡充し、急激な成長での齟
齬が生じない様、より一層の管理体制強化に努める。
・ＨＤ会社に管理部門/ファイナンス業務を集約し、Ｍ＆Ａ実
施後の円滑な経営体制を整える(各工場は生産に特化)。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・顧客需要の増大に対し、工場スペース/加工設備不足が予
想されており、工場スペース増設と新設備導入が急がれる。
・品質面を維持する為に、製品の識別区画が必要となるが、
これについても、スペースを充分に確保する必要がある。
・品質/技術の専門スタッフ部門が必要となって来ているが、
ある程度の売上高が必要となる為、現状不足となっている。

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

企業ロゴ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

・若手の工場長/副工場長候補複数名を、傘下企業間で数年の
ローテーション体制を取り、育成して行く。
・労務/会計については、アウトソーシング化し体制を整える。
・ファイナンスについても、ＨＤ会社で一括して行う。
・品質/技術部門についても、ＨＤ会社に所属させ、傘下企業
各社を月次/年次で目標管理しつつ、改善活動を推進する。
・主要エレベーターメーカ－から１時間以内距離に各工場を
配置し、得意分野生産/物流コスト面で優位性を確立する。



・工場新設による生産能力拡大
・品質/技術/管理部門を中心とした人員拡充による体制強化
・ＨＤ会社への管理部門/ファイナンス業務の集約
⇒2034年に売上100億達成後、売上106億円を目指す。

売上高100億円実現目標とグループ体制

〇法人番号：4040001136389（日本エレベーター・エンジニアリング株式会社）、3040001047694（株式会社テーエーエヌ）、7050001006927（株式会社土井工業所）
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